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各作業者の製造内容を確認し
負荷率による生産管理 岐阜県関市
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22

年

名

刻印機製造販売・締付装置、検査装置等
専用機製造販売

大手メッキ加工メーカーで生産管理を務めていまし
たが、プロ拠点の紹介で当社と面接した際、アット
ホームな雰囲気に惹かれ、会社が希望する生産管理
の改善、向上と現場のコミュニケーション強化に魅
力とやりがいを感じ、入社を希望しました。

井上氏の入社後、引合い・受注・売上が中心だった
当社の営業会議は、製造原価を中心に、仕入れ先に
対するコストの見直し、消耗品に対する頻度の確認
や必要性の見直し、製造工数の具体化を表面化する
事ができ、一人一人のコストに対する意識向上に繋
がりつつあります。

受注生産のみ行っていた当社が、新たに工場建設
した事で、生産管理が重要となり、専任できる人
材の不足に問題を感じておりました。従来の当社
は受注生産体制により個々が職人業に近く、互い
にコミュニケーションを取りながらの生産管理が
難しい状況でした。このたび、プロ人材戦略拠点
よりご紹介された井上氏に、現場でコミュニケー
ションを取りながら、生産管理の改善や向上を希
望されているところに強く魅力を感じ、採用させ
て頂きました。現在、新たな取り組みも、従来の
業務も問題なく非常にスムーズに行う事ができる
のも井上氏の協力のおかげだと感謝しております。

大手メッキ加工メーカー主な経歴：

代表取締役

役職名： 生産技術部 生産管理課 課長

井上 まゆみ 氏

年　齢： 43 歳
家族構成：単身
出身地： 還流ルート：岐阜県 転居なし
業務遂行手段： 事務所での業務

世界的な脱炭素化の流れにより、自動車業界はパラダイムシフトが起きています。脱炭素社会で生き残るため、
小型で低コスト、安全、航続距離のアップが見込まれる全固体電池と半導体に着目し、同製品の生産に要する「自
動化設備の製造」を計画し、事業再構築補助金に申請しました。採択され、クリーンルームが具備された工場建
設を実現させることができました。補助金申請と並行して追加融資とプロ人材確保を関信用金庫に相談しており
ました。追加融資は関信用金庫で対応していただき、人材の確保は、推奨されたプロ人材戦略拠点を利用して求
人したところ、希望する人材と出会い、採用する事が出来ました。

脱炭素化に対応した製造新工場建設と事業計画に伴う人員確保

当社の機械事業部や彫刻事業部、マウスピース部、メディカル事業部はすべて受注生産を得意としてきました。
しかし、今までの受注生産の生産管理と経験では、クリーンルームを具備した新工場の量産時の材料受入→組
付→検査→梱包→出荷を繰り返す生産管理と、更に厳しい品質管理を負う事が困難であることが予測できまし
た。井上氏は、新工場には、更に在庫管理や製造管理、原価管理、納期管理、進捗管理が必要で、それを実現
していくには各現場間がコミュニケーションを密に行う生産管理が必須と強く提案され、その仕組みを実現。
資材調達と生産管理を分業させる事で、効率化を進める事ができました。

新規事業立上げに伴い多様化する資材の受入、出荷、生産管理

井上氏の入社後、まず初めに社員一人一人が一日に働く内容を把握してもらうため、業務日報を回収しまとめ、
一案件に要する工数を管理してもらいました。従来は曖昧となっていた製造工数の原価がより具体的数値にな
る事で、営業会議で積極的に発言できるようになりました。また並行して、原価計算の精度をより上げるため、
作業で使用する工具や消耗品のコストの見直し、妥当性に着手しました。この作業を繰り返す事で、社員全員
の製造原価に対する意識を向上させる事が出来つつあり、井上氏は当社の製造工程の仕組み、社員の動きを把
握する事ができ、生産管理への意識が高まり、積極的に取り組む事ができるようになったと感じております。

製造原価の見直しと生産性効率化

森井 隆裕 氏

株式会社モリイ40 岐阜県


